
【取組内容③】 端末の日常的な持ち帰り推進に向けての取組

米子市立啓成小学校（鳥取県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-３

本校では、校内研究を推進していくための組織
として、専門部会を設けている。その内の１つで
ある、ICT活用推進部が端末の日常的な持ち帰りに
ついて提案、推進していく立場を担うことになっ
た。充実させていくために、必要に応じて他の部
会と連携をとるようにした。

【実践】

２０２４年２月現在、全ての学年において持ち帰った端末で
家庭学習を実施している。

１～６年生共通の取組
・１～６年生において、宿題としてドリルソフトの課題を活用
している。（３学期以降は週に２回を基本に持ち帰るように
している。）６年生においては、Classroomのストリームを用
いて、リアルタイムで分からない問題についての情報交換や、
宿題完了報告を行うようにした。

その他の取組
・１、２年生では、生活科の学習で必要な写真を端末を活用し
て撮影してくるという課題を出した。
・３年生では指定されたサイトのタイピング練習を行った。
・６年生では、総合的な学習のまとめスライドづくりに取り組
んだ。


